
  

  

 

 

 

 新緑のまぶしさが目にしみる今日この頃、皆様いか

がお過ごしでしょうか。 

 5 月 5 日、6 日に行われた対早稲田大学戦、1 回戦

は先発した小林(3 年・投手・横浜翠嵐)が 8 回まで無

失点に抑える好投をみせ息詰まる投手戦となりまし

たが、最終回に力尽きサヨナラ負けを喫しました。2 回

戦は 1 年半ぶりの神宮先発マウンドとなった有坂(4

年・投手・城北)の要所を締める投球、新堀(3 年・内野

手・麻布)の今季 1 号スリーランもあり序盤で逆転に

成功しましたが、またしても最終回に決勝打を浴び、

敗戦となりました。 

 早いもので春季リーグ戦も終盤にさしかかってま

いりました。残る 2 カード、なんとしても勝ち星をあ

げられるよう、部員一同挑んでまいります。東大野球

部の勝利には、皆様の応援が必要不可欠です。引き続

き温かいご声援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

〈平成 30 年度 春季リーグ戦〉＠明治神宮野球場 

5 月 12 日 立大 11:00 明大 法大 13:30 東大 

5 月 13 日 東大 11:00 法大 明大 13:30 立大 

5 月 19 日 明大 11:00 慶大 早大 13:30 法大 

5 月 20 日 法大 11:00 早大 慶大 13:30 明大 

 

〈平成 30 年度 フレッシュリーグ〉 

＠明治神宮野球場 

5 月 12 日 立大 7:50 明大 

5 月 13 日 東大 7:50 法大 

5 月 19 日 明大 7:50 慶大 

5 月 20 日 法大 7:50 早大 

 

 

  

 今回の特集は、「信頼」です。プレーや練習の面、プ

ライベートの面で信頼を寄せている選手を紹介して

もらいました。 

 

岩田 昂之（4年・内野手・国立） 

 僕は杉本幹太外野手(4 年・金沢泉丘)に絶大なる信

頼を寄せています。彼は誰かから午後の自主練習やウ

エイトトレーニングに誘われたら授業があるとき以

外断りません。また彼は体調が悪いとき以外寮食のご

飯を毎回お代わりします。そして何より、彼がオフ前

日の夜に寮の部屋を空けていたことは一度たりとも

ありません。ギリギリまで夜ご飯に困っても最後の砦

として絶対に予定を入れずにいてくれる彼のことを

誰もが心から信頼しています。 

 

(左)岩田内野手、(右)杉本外野手 

 

山本 修（4年・外野手・岡崎） 

私が信頼しているのは、宇佐美主将(4年・外野

手・桐朋)です。彼は、主将としてリーダーシップを

発揮し、チーム全体に対してあるべき姿勢を力強く

示しており、スローガンである「一丸」となるには

欠かせない存在です。更に、細かな気配りも忘れ

ず、ときには一対一で相談にのる姿勢から、彼のこ

とを慕う人は多いです。私も行き詰まったときに

ごあいさつ 今回の特集 「信頼」 
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は、宇佐美主将に相談をすることで、打開できたと

いうことがよくあります。また、彼とは同じ法学部

に所属しており、多くの難関な試験に一緒に立ち向

かう同士として、心強い存在でもあります。 

宇佐美主将とともに最高のラストイヤーとするこ

とができるよう、日々励んでいきたいです。 

 

(左)山本外野手、(右)宇佐美舜外野手 

 

小林 大雅（3年・投手・横浜翠嵐） 

 信頼している選手は三鍋さん(4年・捕手・川和)で

す。最も実戦経験のある捕手であり、お互いのプレ

ーや試合のプランについて何でも話し合える関係で

す。三鍋さんは入学後に捕手転向を経験し、初めは

不慣れな部分があったかも知れませんが、結果的に

それが投手陣の主体性を引き出し、今のバッテリー

の関係構築に繋がっていると思います。寮の相部屋

でもあった三鍋さんとバッテリーを組むのは今年が

最後になりますが、今後もバッテリーとして成長し

ていきたいと思います。 

 

(左)小林投手、(右)三鍋捕手 

山下 朋大（3年・内野手・東海） 

 自分が最も信頼しているのは岡本雙学生コーチ(3

年・洛星)です。彼はつい最近、学生コーチになったば

かりですが、自分が頼むと快く練習に付き合ってくれ

ます。自分が打てなかった試合後にはバッティングピ

ッチャーを買って出てくれ、ほぼ毎日のようにノック

を打ってくれて、その献身的な姿勢に非常に感謝して

います。練習したことを試合で発揮し、彼に恩返しを

したいです。 

 

(左)山下朋内野手、(右)岡本学生コーチ 

 

大鳥 航（3年・外野手・早稲田実） 

 自分が信頼している選手は樫村(3年・内野手・市川)

です。冬場は毎日彼とロングティーを打っていました

し、プライベートでも、囲碁をはじめとした様々なゲ

ームをしたり、サカナクションなどのイチ押しのミュ

ージシャンの曲を聴いたり、よく絡んでいます。 

そんな彼なのですが、最近は意味不明な発言が増え

ており、彼はそれを「大鳥のせい」にしているようで

す。誓って自分はそんな悪影響を及ぼした記憶はござ

いません。 



 

(左)大鳥外野手、(右)樫村内野手 

 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「LAST GAME」と題し、ここまでの戦い

の振り返り、最終戦への意気込みを語ってもらいま

す。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたしま

す。 

編集後記 


